
4よしかわ議会だより

成
年
後
見
制
度
の

利
用
に
つ
い
て

中
嶋　

通
治

問　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況
と

利
用
を
促
進
す
る
課
題
を
ど
の
様
に

捉
え
て
い
る
の
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

法
定
後
見
が

56
名
、
任
意
後
見
が
２
名
。
課
題
は

親
族
以
外
で
後
見
人
に
な
る
方
々
の

確
保
で
あ
る
。

◆�

社
会
的
弱
者
に
対
す
る
虐
待
の
防

止
に
つ
い
て
。

問　

児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

相
談
件
数
と
対
応
、
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

児
童
虐
待
は

１
８
６
人
。
虐
待
要
因
の
解
消
に
繋

が
る
親
へ
の
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ

る
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
介
護
者
の

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
支
援
し
て
い

る
。
判
断
し
た
事
例
は
９
件
。
早
期

発
見
、
迅
速
な
対
応
を
と
る
。
障
が

い
者
２
件
。
相
談
支
援
体
制
を
万
全

に
期
し
関
係
機
関
と
連
携
に
努
め
る
。

◆
国
際
交
流
に
つ
い
て

問　

台
湾
に
関
す
る
印
象
、
今
後
台

湾
と
の
交
流
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
市
長　

経
済
的
交
流
が
出
来
な
い

か
。
時
差
が
あ
ま
り
な
い
国
と
の
交

流
、
子
供
達
の
非
認
知
能
力
を
高
め

た
い
。
前
向
き
に
検
討
し
て
行
く
。

水
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

防
災
に
つ
い
て

戸
田　

馨

問　

吉
川
市
の
水
道
事
業
に
お
け
る

「
経
営
戦
略
策
定
」
に
つ
い
て
進
捗

状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
水
道
法
改
正

案
の
中
で
適
正
な
資
産
管
理
の
推
進

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
水

道
台
帳
の
整
備
」
を
含
め
た
施
設
管

理
の
状
況
や
計
画
を
伺
う
。

答
水
道
課
長　

経
営
戦
略
策
定
業
務

に
つ
い
て
、
基
礎
資
料
の
整
理
や
投

資
計
画
、
財
政
計
画
な
ど
の
調
整
後
、

素
案
を
策
定
し
、
平
成
31
年
の
計
画

策
定
を
予
定
し
て
い
る
。
施
設
管
理

に
つ
い
て
は
、
点
検
結
果
に
基
づ
き

施
設
の
更
新
や
整
備
を
実
施
し
て
い

る
。
台
帳
整
備
に
つ
い
て
は
、
更
新

履
歴
に
不
備
な
点
も
あ
り
、
十
分
な

活
用
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
か
ら
、

法
改
正
を
踏
ま
え
、
施
設
台
帳
整
備

を
行
っ
て
ゆ
く
。

◆
市
民
劇
団
舞
台
公
演
を
終
え
て

問　

舞
台
公
演
を
終
え
、
公
演
を
含

め
た
市
民
劇
団
に
対
す
る
総
括
と
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

答
教
育
部
長　

３
７
３
名
の
ご
来
場

と
、
ご
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
今
後
は

市
の
事
業
と
の
連
携
も
考
え
な
が
ら
、

芸
術
文
化
の
振
興
を
図
っ
て
ゆ
く
。

病
児
病
後
児
保
育
事
業
の

今
後
の
方
向
性
は

林　

美
希

問　
「
吉
川
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
一
部
が
改
定
さ
れ
、

病
児
病
後
児
保
育
事
業
の
利
用
見
込

み
数
及
び
確
保
の
数
が
大
幅
に
下
方

修
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
当
該
事
業

の
定
員
数
と
利
用
方
法
は
潜
在
的

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
と
訴

え
て
き
た
中
、
現
状
の
利
用
実
績
に

合
わ
せ
た
計
画
修
正
に
疑
問
を
覚
え

る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

よ
り
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
利
用
者
の

生
活
実
態
や
感
想
・
要
望
を
把
握
し
、

事
業
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問　

実
態
調
査
の
手
法
は
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

予
算
措
置
の

調
整
が
で
き
次
第
、
利
用
登
録
を
し

て
い
る
全
て
の
児
童
の
保
護
者
を
対

象
に
実
態
調
査
を
実
施
す
る
。

問　

実
際
に
こ
ど
も
が
罹
患
し
た
際
、

保
護
者
が
休
ん
だ
、
親
戚
に
看
病
を

依
頼
し
た
と
い
っ
た
答
え
が
多
い
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
苦
悩
や
負
担
感
ま
で
読
み
取
れ

る
よ
う
な
設
問
を
希
望
す
る
が
い
か

が
か
。

答
こ
ど
も
福
祉
部
長　

生
活
の
実
態
、

実
際
の
声
を
聞
け
る
よ
う
な
踏
み
込

ん
だ
調
査
と
し
た
い
。

宇
宙
桜
を
吉
川
市
へ

稲
葉　

剛
治

問　

宇
宙
を
旅
し
た
種
か
ら
育
て
ら

れ
た
「
宇
宙
桜
」
と
い
う
桜
が
あ
る
。

宇
宙
桜
を
吉
川
に
植
え
る
事
で
、
吉

川
の
観
光
資
源
で
あ
る
桜
に
新
た
な

付
加
価
値
を
加
え
る
事
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
桜
は

１
０
０
年
、
１
０
０
０
年
先
も
咲
き

続
け
る
と
言
わ
れ
て
い
て
、
友
人
、

家
族
、
孫
、
そ
の
先
の
世
代
が
宇
宙

桜
を
見
な
が
ら
時
間
を
重
ね
て
行

く
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
せ
な
事
で
は
。

宇
宙
桜
を
吉
川
市
に
植
樹
す
る
事
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
市
民
生
活
部
長　

一
般
財
団
法
人

ワ
ン
ア
ー
ス
の
社
会
貢
献
事
業
に

よ
っ
て
誕
生
し
た
桜
が
「
宇
宙
桜
」

で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、 

「
き
ぼ
う
の
桜
」
事
業
と
し
て
、宇
宙 

桜
を
東
日
本
大
震
災
の
復
興
各
地
に

贈
呈
し
、
恒
久
的
な
避
難
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
、
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
及
び
地
域

活
性
化
を
目
的
と
し
て
展
開
を
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
宇

宙
桜
が
吉
川
市
へ
寄
贈
さ
れ
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
多
く
の
方
々
の
関
わ
り

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
事
を
検
討
し
て
い
く
。

市
民
と
共
に
公
園
づ
く
り
を

美
南
駅
東
口
開
発
が
本
格
始
動

降
旗　

聡

問　

吉
川
美
南
駅
東
口
開
発
が
本
格

始
動
す
る
。
公
園
等
の
樹
木
は
市
民

の
手
に
よ
る
も
の
を
植
え
て
は
い
か

が
か
。（
い
ち
ょ
う
、
も
み
じ
、
シ

イ
ノ
キ
等
、
市
民
ま
つ
り
で
種
を
配

布
し
、
育
て
て
い
た
だ
く
。
成
長
し

た
苗
木
を
植
樹
す
る
。）

答
都
市
整
備
部
長　

吉
川
美
南
駅
東

口
周
辺
地
区
に
計
画
し
て
い
る
近
隣

公
園
は
、
地
区
の
魅
力
を
高
め
る
シ

ン
ボ
ル
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、
市
民

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
行
く
。

提
案
さ
れ
た
「
市
民
の
手
に
よ
る
植

樹
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

問　

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
。「
よ
し
か
わ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
（
仮
称
）」（
個
人
登
録
）
創

設
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長　

各
種
見
守
り
活

動
や
声
か
け
、
防
犯
、
美
化
活
動
等

は
、
自
治
会
や
各
学
校
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
を
は
じ
め
と
す
る
「
地
域
」
を
主

と
し
て
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
既
存
の
活
動
支
援
制
度
の

運
用
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
く
。

学
校
ト
イ
レ
・
ま
ち
な
か
ト
イ
レ
の

洋
式
化
な
ど
の
促
進
を

五
十
嵐　

惠
千
子

問　

６
月
定
例
議
会
で
も
、
質
問
し

ま
し
た
が
、
栄
小
・
旭
小
及
び
そ
の

他
の
校
舎
・
体
育
館
・
公
共
施
設
・

公
衆
ト
イ
レ
等
の
洋
式
化
を
早
期
に

図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ご
見
解
を
。

答
市
長　

栄
小
・
旭
小
の
洋
式
化
は

大
規
模
改
修
工
事
に
併
せ
て
行
い
ま

す
。
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
優

先
順
位
を
判
断
し
、
計
画
的
に
且
つ

効
率
よ
く
、
洋
式
化
等
を
考
え
て
行

き
ま
す
。

◆
生
活
道
路
の
整
備
の
整
備
促
進
を

㋐
下
内
川
18-

13
付
近
、
㋑
中
野

２
５
２-

１
北
西
角
、
㋒
大
字
川
藤

３
３
３
１-

１
西
側
、
㋓
大
字
三
輪

野
江
１
１
１
３
北
側
、
㋔
三
郷
松
伏

線
へ
出
入
口
関
新
田
２
丁
目
65-

１

東
南
角
の
道
路
拡
張
、
㋕
吉
川
美
南

高
校
東
側
２-

３
５
４
の
道
路
拡
張
。

答
都
市
整
備
部
長　

㋐
排
水
処
理
と

併
せ
た
工
事
を
検
討
。
㋑
側
溝
の
布

設
替
え
を
含
め
検
討
。
㋒
工
事
を
発

注
済
。
㋓
後
退
さ
れ
て
い
る
の
で
検

討
。
㋔
危
険
と
認
識
し
、
先
ず
は
反

射
鏡
の
設
置
を
検
討
。
㋕
道
路
後
退

に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
検
討
。

◆
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
配
信
を

答
市
民
生
活
部
長　

研
究
し
ま
す
。

答
え
て
市
長
！

一
般
質
問

　

今
定
例
会
で
は
、
18
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
質
問
者
が
要
約
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、

今
定
例
会
の
会
議
録
の
提
供
は
12
月
上
旬
と
な
る
予
定
で
す
。


